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一　トイレで一番汚いところ




　トイレ、それは誰しもが必ず行く場所、そしてきれいな場所とは言えないところ。公共の場所にあるトイレはどうしてそうなちゃったというほど便器の下が濡れている。
しかし、そこよりも汚い場所がある。みんなまだその存在に気付いていないのだ。
その場所は、流すためのボタンだ。
しかしほとんどの人は心配しないでほしい。なぜならみんなボタンを押した後に手を洗うからだ。ボタンを押したことによって、どんなに汚いものが手についてしまっていたとしても最後に手を洗うのだからチャラだ。でも、心配しないといけない人がいる。
それは、用を足す前になぜかそのボタンを押してしまう人だ。前の人のものをもう一度流しておきたいのかもしれない。しかし前の人のものをもう一度流せた代償にあなたの手には歴代のトイレ使用者がついてしまうのだ。まるで生き霊だ。そしてあなたはその手でズボンなどを触るだろう。
みんなもよく知っておいてほしいトイレで一番汚いのはあのボタンだと。
これを発表すればノーベル賞は間違い無いだろう。




ニ　九十六の書き方


　世の中のほとんどの人は普段何気なく九十六を書いています。そして大半の人がノーマルタイプで九十六を書いています。
なぜなら他の九十六の書き方を知らないからです。なので今から九十六の違う書き方を説明します。
　まず、今すぐに誰でも簡単に書ける八棒タイプです。八棒タイプは読んで字の如くまず最初に八を書きます。この時に、まっすぐ書きすぎると九十六が完成した時に斜めになってしまうので４５度傾けてあげるのがポイントです。あとは八の首の部分に９０度になるように棒を書いてあげます。そうしたらもう九十六は完成しています。八棒タイプは簡単なので九十六が書けなくて困ってる子供さんにもおすすめです。




八棒タイプ






　そして最後が上級者向けの書き方、パーセントタイプです。上級者向けだからといって諦める必要はありません。毎日練習すればきっと身につけることができます。それでは、説明していきます。パーセントタイプは八棒タイプと違い最初に棒を書いてしまいます。この時も八棒タイプと同じく４５度傾けて描くようにしてください。次に丸を書いていきます。ここが一番の難所です。まず上の丸を書いていきますその時に丸を書く位置は棒が四・五対六・五になるように丸を書いてください。五対五でも悪くはありませんが、四・五対六・五が一番きれいに見えます。あとは下の丸を上の丸と棒が接している箇所に接するように丸を書くだけです。





パーセントタイプ






以上二つがあまり世に知られていない九十六の書き方です他にもdpタイプもあるのですが、それはまた違う機会に紹介します。あなたの九十六ライフが少しでも楽しくなれば幸いです。




三　七人のペーター



　ヨーロッパの最北端に位置する村。ユクチキータ村に一人の少年がいた。名をペーターといいペーターさんの家で雑用をしている。今日は給料日だった。
「ペーター、床が汚いぞ。ちゃんと掃除をしないなら今日の給料は無しにするぞ。」
「す、すみません。すぐ拭きなおします。」
今日のペーターは浮かれていた。なぜなら今日はスキップマンの新作の時計の発売日だからだ。
そして働くこと八時間。
「ペーター、今日はもう終わりにしていいぞ。」ペーターさんが給料袋をペーターに渡した。
「ありがとうございます。」
ペーターはすぐに家を飛び出した。そして大急ぎでペーター時計店に駆け込んだ。
「ペーターおじさん、スキップマンの新作の時計ある？」
「あーあるとも、買うのかい？」
「そう、今日やっと初給料が入ったからそのお金で買うの。」
ペーターはさっきもらった給料袋をペーターおじさんに手渡した。ペーターおじさんが中身を確認した。
「十二マネーしかないじゃないか。新作の時計は九十マネーだから、全然ないぞ。」
ペーターは絶望した。
「た、足りないなんてことあるのかい。あんなに働いたのに。」
「ペーターくん、違うこのお金で買える時計を持ってこようか？」
ペーターおじさんが優しく聞いてきた。
「お願いします」ペーターは泣きそうな顔をしてお願いした。
ペーターおじさんが奥から埃かぶった過去を持ってきた。
「これはスキッパマンの時計だよ。物してはすごくいい物なんだけどどうかな？」
「それをください」ペーターは下を向きながら言った。
「ごめんね。またお金が貯まったら新作の時計買いに来てね。毎度あり」
ペーターおじさんが時計を袋に入れ渡してくれた。
ペーターは肩を落としとぼとぼと帰っていった。





　「なぁ、ペーター？」メガネをかけたペーターが話しかけてきた。
「なにー？ペーター。」天然パーマのペーターが答える。
「今からペーターの誕生日会行くじゃんか？」
「行くよ。」
「ペーターの家ってお金持ちで有名だけど豪邸なのかな？」
「豪邸なんだろうな。」
「楽しみだな。」
「楽しみだな。」
そして歩くこと十五分ペーター宅へ到着した。
「すっげえ豪邸だな。」ペーターが口を開けたまま言う。
「だな。」ペーターも口を開けたまま言う。
「これピンポンどこにあんだよ。ねぇじゃねえか」
グガガガガガ
突然大きな音がなった。巨大なな門があいたのだ。
「これ、扉だったんだ。壁だと思ってた。」
「おれも」
メガネのペーターと天然パーマのペーターは口をかけたまま門をくぐった。
「やぁ、よくきたね。」
牛の毛皮を着た金金の金髪のペーターがきた。
そして、金金ペーターの後ろについて豪華を歩くこと小一時間誕生日会場に着いた。
「おい、遅かったな。」
身長が二メートルほどあるムキムキのペーターがやってきた。
「う、うん。ごめんね」ペーターとペーターはすぐに謝る。殴られたくないからだ。
「じゃあ、始めようか。」
キンペーが言う。
「誕生日おめでとう。」天ぺーとメガペーとムキパーが声を揃えて言う。
誕生日はこの上ないほど豪華だった一人三つロブスターが並び、フォアグラにトリュフとキャビアを詰め込んだ名前の知らない料理がきた。
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